
令和元年６月２１日

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）

平成30年度　～　令和3年度　（4年間） 下関市

①計画期間内の重要な管渠の地震対策達成率を41.1％（H30当初）から46.6％（R3末）に増加させる。
②計画期間内のポンプ場長寿命化計画に基づく長寿命化対策達成率を9.8％（H30当初）から22.0％（R3末）に増加させる。
③計画期間内の処理場長寿命化計画に基づく長寿命化対策達成率を28.2％（H30当初）から36.2％（R3末）に増加させる。
④計画期間内の下水道ストックマネジメント計画策定率を0.00％（H30当初）から100％（R3末）に増加させる。

（H30当初） （R3末）
①重要な管渠の地震対策達成率
　　　　地震対策完了管路延長（km）／重要な管渠の管路延長（km）

②ポンプ場長寿命化計画に基づき改築すべき施設に対する対策実施率
　　　　長寿命化計画に基づく対策完了済み施設数/長寿命化計画に基づき改築すべき施設数

③処理場長寿命化計画に基づき改築すべき施設に対する対策実施率
　　　　長寿命化計画に基づく対策完了済み施設数/長寿命化計画に基づき改築すべき施設数

④下水道ストックマネジメント計画策定率
　　　　下水道ストックマネジメント計画策定済みの計画数/下水道ストックマネジメント計画策定すべき計画数

Ａ　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業内容 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H30 H31 R2 R3 （百万円） 策定状況

筋ヶ浜処理区

A07-001 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 398 策定済 ①

A07-002 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 150 策定中 ①

A07-003 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 199 策定済 ②

彦島処理区

A07-004 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 76 策定済 ①

A07-005 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 38 策定中 ①

A07-006 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 処理場改築事業（彦島終末処理場） 25 策定済 ③

A07-007 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 処理場改築事業（彦島終末処理場） 37 策定中 ③

山陰処理区

A07-008 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 マンホール改築事業（山陰処理区） 24 策定済 ①

A07-009 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 マンホール改築事業（山陰処理区） 12 策定中 ①

A07-010 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 285 策定済 ②

A07-011 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 処理場改築事業（山陰終末処理場） 140 策定済 ③

A07-012 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 処理場改築事業（山陰終末処理場） 251 策定中 ③

山陽処理区

A07-013 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 改築 86 策定済 ②

A07-014 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 処理場改築事業（山陽終末処理場） 636 策定済 ③

A07-015 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 処理場改築事業（山陽終末処理場） 394 策定中 ③

汚泥処理設備・電気計装設備工事ほか 下関市

汚泥処理設備・電気計装設備工事ほか 下関市

汚泥処理設備・付帯設備工事ほか 下関市

汚泥処理設備・付帯設備工事ほか 下関市

排水ポンプ場改築事業（小月排水ポンプ場） ポンプ設備・電気計装設備工事ほか 下関市

マンホール改築等（80箇所） 下関市

マンホール改築等（40箇所） 下関市

中継ポンプ場改築事業（武久中継ポンプ場ほか3箇所） 電気計装設備・付帯設備工事ほか 下関市

水処理設備・汚泥処理設備工事ほか 下関市

水処理設備・汚泥処理設備工事ほか 下関市

汚水管・マンホール改築事業（彦島処理区） 管渠・マンホール改築等（0.1km） 下関市

汚水管・マンホール改築事業（彦島処理区） 管渠・マンホール改築等（0.1km） 下関市

汚水管・マンホール改築事業（筋ヶ浜処理区） 管渠・マンホール改築等（0.2km） 下関市

中継ポンプ場改築事業（伊崎中継ポンプ場ほか3箇所） 電気計装設備・付帯設備工事ほか 下関市

費用便益比 備考
（事業箇所）

汚水管・マンホール改築事業（筋ヶ浜処理区） 管渠・マンホール改築等（0.6km） 下関市

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

番号 事業者
事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名
市町村名

事業実施期間（年度）

－ Ｃ 百万円 Ｄ －
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
3,148百万円 Ａ 3,148百万円 Ｂ

0.0% － 100.0%

28.2% － 36.2%

（H31末）

別紙５－１

社会資本総合整備計画
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

41.1% － 46.6%

9.8% － 22.0%

計画の目標

下水道整備を行い、安全・安心、快適な暮らしを創出して良好な水環境及び潤いのある都市環境を創造すると共に、下関市公共下水道事業における将来像の実現を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値



令和元年６月２１日

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）

平成30年度　～　令和3年度　（4年間） 下関市

社会資本総合整備計画
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標

下水道整備を行い、安全・安心、快適な暮らしを創出して良好な水環境及び潤いのある都市環境を創造すると共に、下関市公共下水道事業における将来像の実現を図る。

豊田処理区

A07-016 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 処理場改築事業（豊田浄化センター） 8 策定済 ③

滝部処理区

A07-017 下水道 一般 下関市 直接 下関市 汚水 改築 処理場改築事業（豊北滝部浄化センター） 4 策定済 ③

全処理区

A07-018 下水道 一般 下関市 直接 下関市 全種 全種 134 ④

A07-019 下水道 一般 下関市 直接 下関市 全種 全種 全処理区管渠・処理場・中継ポンプ場 251 ①②③

合計 3,148

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 （百万円）

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3

合計 0

番号

備考
（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果 備考

備考

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）
備考

工種

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

事業実施期間（年度）

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名

ストックマネジメント実施方針・計画策定業務 実施方針・計画策定 下関市

調査・詳細設計・耐震診断等 下関市

ＯＤ流入部（分配槽）防食被膜 下関市

管理棟（壁・屋根仕上） 下関市



計画の名称

参考図面（防災・安全交付金）

計画の期間

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）

平成３０年度～令和３年度（４年間） 交付対象 下関市

下水道法による事業計画区域

（整備予定区域）

既設汚水幹線

中継ポンプ場

終末処理場

汚水管整備済区域

汚水管整備計画区域（枝線整備含む）

P

新設（赤）

増設（青）

改築（緑）

全種（紫）

凡 例

整備予定箇所の色分け

筋ヶ浜処理区

P

P

P

P

Ａ０７－００１
汚水管・マンホール改築事業

（筋ヶ浜処理区）

Ａ０７－０１８
ストックマネジメント実施方針・計画策定業務

P

彦島処理区

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

Ａ０７－０１９
全処理区管渠・処理場・中継ポンプ場

Ａ０７－００３
中継ポンプ場改築事業

（伊崎中継ポンプ場ほか３箇所）

Ａ０７－００４
汚水管・マンホール改築事業

（彦島処理区）

Ａ０７－００６～００７
処理場改築事業（彦島終末処理場）

Ａ０７－０１８
ストックマネジメント実施方針・計画策定業務

Ａ０７－０１９
全処理区管渠・処理場・中継ポンプ場

Ａ０７－００２
汚水管・マンホール改築事業

（筋ヶ浜処理区）

Ａ０７－００５
汚水管・マンホール改築事業

（彦島処理区）



計画の名称

参考図面（防災・安全交付金）

計画の期間

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）

平成３０年度～令和３年度（４年間） 交付対象 下関市

下水道法による事業計画区域

（整備予定区域）

既設汚水幹線

中継ポンプ場

終末処理場

汚水管整備済区域

汚水管整備計画区域（枝線整備含む）

P

新設（赤）

増設（青）

改築（緑）

全種（紫）

凡 例

整備予定箇所の色分け

山陰処理区

P

PP

P

P

Ａ０７－０１８
ストックマネジメント実施方針・計画策定業務

Ａ０７－０１９
全処理区管渠・処理場・中継ポンプ場

Ａ０７ー００８
マンホール改築事業（山陰処理区）

Ａ０７－０１１～０１２
処理場改築事業（山陰終末処理場）

Ａ０７－０１０
中継ポンプ場改築事業

（武久中継ポンプ場ほか３箇所）

Ａ０７－００９
マンホール改築事業（山陰処理区）



計画の名称

参考図面（防災・安全交付金）

計画の期間

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）

平成３０年度～令和３年度（４年間） 交付対象 下関市

下水道法による事業計画区域

（整備予定区域）

既設汚水幹線

中継ポンプ場

終末処理場

汚水管整備済区域

汚水管整備計画区域（枝線整備含む）

P

新設（赤）

増設（青）

改築（緑）

全種（紫）

凡 例

整備予定箇所の色分け

山陽処理区

P

P

P

Ａ０７－０１８
ストックマネジメント実施方針・計画策定業務

Ａ０７－０１９
全処理区管渠・処理場・中継ポンプ場

Ａ０７ー０１４～０１５
処理場改築事業（山陽終末処理場）

Ａ０７－０１３
排水ポンプ場改築事業
（小月排水ポンプ場）



計画の名称

参考図面（防災・安全交付金）

計画の期間

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）

平成３０年度～令和３年度（４年間） 交付対象 下関市

下水道法による事業計画区域

（整備予定区域）

既設汚水幹線

中継ポンプ場

終末処理場

汚水管整備済区域

汚水管整備計画区域（枝線整備含む）

P

新設（赤）

増設（青）

改築（緑）

全種（紫）

凡 例

整備予定箇所の色分け

川棚小串処理区

Ａ０７－０１８
ストックマネジメント実施方針・計画策定業務

Ａ０７－０１９
全処理区管渠・処理場・中継ポンプ場



計画の名称

参考図面（防災・安全交付金）

計画の期間

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）

平成３０年度～令和３年度（４年間） 交付対象 下関市

下水道法による事業計画区域

（整備予定区域）

既設汚水幹線

中継ポンプ場

終末処理場

汚水管整備済区域

汚水管整備計画区域（枝線整備含む）

P

新設（赤）

増設（青）

改築（緑）

全種（紫）

凡 例

整備予定箇所の色分け

豊田処理区

Ａ０７－０１８
ストックマネジメント実施方針・計画策定業務

Ａ０７－０１９
全処理区管渠・処理場・中継ポンプ場

Ａ０７－０１６
処理場改築事業（豊田浄化センター）



計画の名称

参考図面（防災・安全交付金）

計画の期間

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）

平成３０年度～令和３年度（４年間） 交付対象 下関市

下水道法による事業計画区域

（整備予定区域）

既設汚水幹線

中継ポンプ場

終末処理場

汚水管整備済区域

汚水管整備計画区域（枝線整備含む）

P

新設（赤）

増設（青）

改築（緑）

全種（紫）

凡 例

整備予定箇所の色分け

滝部処理区

Ａ０７－０１８
ストックマネジメント実施方針・計画策定業務

Ａ０７－０１９
全処理区管渠・処理場・中継ポンプ場

Ａ０７－０１７
処理場改築事業（豊北滝部浄化センター）



計画の名称：人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）　　事業主体名：下関市　　　　　　　  　

チェック欄

①計画の目標が上位計画等と適合している。 ○

②地域の課題を踏まえた目標が設定されている。 ○

③関連する各種事業制度の計画等と整合性が確保されている。 ○

①目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

②指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

③指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 ○

④指標・数値目標の根拠が整理されている。 ○

⑤十分な事業効果が確認されている。 ○

⑥効果促進事業は目標達成に資する内容である。 －

①全体事業費・要素事業の額が適切である。 ○

②関連する機関との調整が図られている。 ○

③交付期間中の計画管理（モニタリング・中間評価）を実施する予定である。 －

Ⅲ．計画の実現可能性

社会資本整備総合交付金チェックシート
（下水道事業）

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ．計画の効果・効率性



【指標1】
計画期間内の重要な管渠の地震対策達成率を４１．１％（H３０当初）から４
６．６％（Ｒ３末）に増加させる。

　①現況値の基準時点 平成３０年３月末

　②実施主体 下関市

　③計測手法

重要な管渠の総延長を（ａ）とし、うち地震対策完了済み管路延長（ｂ）の占める割合を地震
対策達成率とする。（ｂ）／（ａ）　×１００ で算出。
平成３０年３月末における重要な管渠の総延長１０３．８kmに対して、地震対策完了済みの
管路延長が４２．７kmであり、基準時点の地震対策達成率は４２．７／１０３．８×１００≒４
１．１％

　④計測時期 －

　⑤実施主体

　⑥ﾃﾞｰﾀの計測方法

　⑦評価値の求め方

　⑧計測時期 令和４年３月末

　⑨実施主体 下関市

　⑩ﾃﾞｰﾀの計測方法
重要な管渠の総延長を（ａ）とし、うち地震対策完了済み管路延長（ｂ）の占
める割合を地震対策達成率とする。（ｂ）／（ａ）　×100 で算出。

　⑪評価値の求め方

令和４年３月末における重要な管渠の総延長は１１２．５km（既整備済延長１０３．８km＋新
規幹線整備延長８．７km）、平成３０年３月末から令和４年３月末の間における地震対策実
施予定の管路延長は９．７km（新規幹線整備延長８．７km＋改築予定延長１．０km）、平成３
０年３月末における地震対策完了済みの管路延長が４２．７km、よって、地震対策達成率は
（９．７＋４２．７）／１１２．５×１００≒４６．６％

社会資本総合整備計画　成果目標値（定量的指標）の「評価方法書」

 Ａ：計画策定時の「当初現況値」の求め方

 Ｂ：中間評価時のデータの計測方法と「中間目標値」の求め方

 Ｃ：事後評価時のデータの計測方法と「最終目標値」の求め方

※必要に応じて資料を添付してください



【指標2】
計画期間内のポンプ場長寿命化計画に基づく長寿命化対策達成率を９．
８％から２２．０％に増加させる

　①現況値の基準時点 平成３０年３月末

　②実施主体 下関市

　③計測手法

長寿命化計画に基づき改築すべき施設数（対象：竹崎中継Ｐ、小門中継Ｐ、筋川中継Ｐ、筋ヶ浜中継
P、伊崎中継Ｐ、福浦中継P、竹ノ子島中継P、南風泊中継P、西山中継P、本村中継Ｐ、武久中継Ｐ、新
垢田中継Ｐ、宮の下中継Ｐ、綾羅木中継Ｐ、小月排水Ｐ）の計（小分類）２１４箇所（ａ）に対する対策完
了済み施設数（ｂ）の割合で（ｂ）／（ａ）　×100で算出
平成３０年３月末現在における長寿命化計画に基づき改築すべき施設数は２１４箇所、対策完了済み
施設数は２１箇所であり、基準時点の長寿命化対策達成率は、２１/２１４×１００＝９．８％

　④計測時期 －

　⑤実施主体

　⑥ﾃﾞｰﾀの計測方法

　⑦評価値の求め方

　⑧計測時期 令和４年３月末

　⑨実施主体 下関市

　⑩ﾃﾞｰﾀの計測方法

平成３０年３月末における長寿命化計画に基づき改築すべき施設数（対象：竹崎中継Ｐ、小
門中継Ｐ、筋川中継Ｐ、筋ヶ浜中継P、伊崎中継Ｐ、福浦中継P、竹ノ子島中継P、南風泊中
継P、西山中継P、本村中継Ｐ、武久中継Ｐ、新垢田中継Ｐ、宮の下中継Ｐ、綾羅木中継Ｐ、
小月排水Ｐ）の計（小分類）２１４箇所（ａ）に対する対策完了済み施設数（ｂ）の割合であり
（ｂ）／（ａ）　×100で算出

　⑪評価値の求め方

平成３０年３月末現在における長寿命化計画に基づき改築すべき施設数は２１４箇所、平成
３０年３月末から令和４年３月末の間における実施予定の施設数は２６箇所（竹崎中継Ｐ、
小門中継Ｐ、筋川中継Ｐ、伊崎中継Ｐ、武久中継Ｐ、新垢田中継Ｐ、宮の下中継Ｐ、綾羅木
中継Ｐ、小月排水P）、平成３０年３月末における対策完了済み施設数が２１箇所、よって、
長寿命化対策達成率は（２６＋２１）/２１４×１００＝２２．０％

社会資本総合整備計画　成果目標値（定量的指標）の「評価方法書」

 Ａ：計画策定時の「当初現況値」の求め方

 Ｂ：中間評価時のデータの計測方法と「中間目標値」の求め方

 Ｃ：事後評価時のデータの計測方法と「最終目標値」の求め方

※必要に応じて資料を添付してください



【指標3】
計画期間内の処理場長寿命化計画に基づく長寿命化対策達成率を２８．
２％から３６．２％に増加させる

　①現況値の基準時点 平成３０年３月末

　②実施主体 下関市

　③計測手法

長寿命化計画に基づき改築すべき施設数（対象：彦島終末処理場、山陰終末処理場、山陽
終末処理場、豊浦中部浄化センター、豊田浄化センター、豊北滝部浄化センター）の計（小
分類）３８７箇所（ａ）に対する対策完了済み施設数（ｂ）の割合で（ｂ）／（ａ）×１００で算出
平成３０年３月末現在における長寿命化計画に基づき改築すべき施設数は３８７箇所、対策
完了済み施設数は１０９箇所あり、基準時点の長寿命化対策達成率は、１０９/３８７×１００
＝２８．２％

　④計測時期 －

　⑤実施主体

　⑥ﾃﾞｰﾀの計測方法

　⑦評価値の求め方

　⑧計測時期 令和４年３月末

　⑨実施主体 下関市

　⑩ﾃﾞｰﾀの計測方法

平成３０年３月末における長寿命化計画に基づき改築すべき施設数（対象：彦島終末処理
場、山陰終末処理場、山陽終末処理場、豊浦中部浄化センター、豊田浄化センター、豊北
滝部浄化センター）の計（小分類）３８７箇所（ａ）に対する対策完了済み施設数（ｂ）の割合で
（ｂ）／（ａ）×１００で算出

　⑪評価値の求め方

平成３０年３月末現在における長寿命化計画に基づき改築すべき施設数は３８７箇所、平成
３０年３月末から令和４年３月末の間における実施予定の施設数は３１箇所（彦島終末処理
場、山陰終末処理場、山陽終末処理場、豊田浄化センター、豊北滝部浄化センター）、平成
３０年３月末における対策完了済み施設数は１０９箇所、よって、長寿命化対策達成率は（３
１＋１０９）/３８７×１００＝３６．２％

社会資本総合整備計画　成果目標値（定量的指標）の「評価方法書」

 Ａ：計画策定時の「当初現況値」の求め方

 Ｂ：中間評価時のデータの計測方法と「中間目標値」の求め方

 Ｃ：事後評価時のデータの計測方法と「最終目標値」の求め方

※必要に応じて資料を添付してください



【指標4】
計画期間内の下水道ストックマネジメント計画策定率を０％（H30当初）か
ら１００％（Ｒ3末）に増加させる。

　①現況値の基準時点 平成３０年３月末

　②実施主体 下関市

　③計測手法

計画期間内におけるストックマネジメント計画を策定すべき計画数（ａ）に対する策
定済み計画数（ｂ）の割合であり、（ｂ）／（ａ）　×１００で算出。
平成３０年３月末におけるストックマネジメント計画を策定すべき計画数は１、策定
済みの計画数は０、よって、基準時点のストックマネジメント計画策定率は０％

　④計測時期 －

　⑤実施主体

　⑥ﾃﾞｰﾀの計測方法

　⑦評価値の求め方

　⑧計測時期 令和４年３月末

　⑨実施主体 下関市

　⑩ﾃﾞｰﾀの計測方法
計画期間内におけるストックマネジメント計画を策定すべき計画数（ａ）に対
する策定済み計画数（ｂ）の割合であり、（ｂ）／（ａ）　×１００で算出。

　⑪評価値の求め方
令和４年３月末におけるストックマネジメント計画を策定すべき計画数は
１、計画期間内における策定予定の計画数は１、よって、ストックマネジメ
ント計画策定率は、１/１×１００＝１００％

社会資本総合整備計画　成果目標値（定量的指標）の「評価方法書」

 Ａ：計画策定時の「当初現況値」の求め方

 Ｂ：中間評価時のデータの計測方法と「中間目標値」の求め方

 Ｃ：事後評価時のデータの計測方法と「最終目標値」の求め方

※必要に応じて資料を添付してください
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